
　上の写真は、昭和56年真庭環境保健所改築を記念して、真庭郡愛育委員連合会が

寄贈したものです。元高野山管長、故高峰秀海師が89歳の時の筆です。

（表装は宮島章子元真庭郡愛育委員連合会長）

　師は、昭和26年木山村（現在の真庭市落合地区）の初代愛育委員会長をつとめら

れました。



岡山県愛育委員の歌

 作詞　脇　　太一

 作曲　永礼みのる

１．珠にもまさる　いとし子の　のびゆく命　健やかに

　　育てる知識　ひろめつつ　やさしい愛の　花と咲く

　　愛育委員は　世の光

２．みごもる母や　ちのみ子の　体にいつも　気をつけて

　　健診接種　すすめつつ　明るい明日の　幸を呼ぶ

　　愛育委員は　世の守

３．われ等のいとし　ふるさとに　誠をささげ　手をつなぎ

　　希望にもえる　母と子の　しあわせ深く　招くもの

　　愛育委員は　世の力
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　真庭保健所管内愛育委員連合会は、平成から令和と年号が変わり、ここに

創立70周年という記念すべき節目を迎え、一層心を新たにしているところで

ございます。

　昭和、平成、令和と今日まで愛育委員活動にご理解とご支援頂きました真庭市医師会、真庭歯科医師

会をはじめ関係機関の皆様並びに歴代愛育委員活動にご尽力くださいました方々に心よりお礼申し上げ

ます。

　現上皇様の誕生を機に、昭和天皇からの御沙汰書をもとに母と子の健康を守るため、昭和９年に「恩賜

財団母子愛育会」が創立されたことが愛育委員活動の始まりです。昭和25年、県下で最初に真庭地域の河

内村（現真庭市落合地区）と旧湯原町に愛育委員が誕生し「愛育発祥の地」でもあります。

　発足当初から、母子保健を中心に活動を行ってきましたが、出生数が減少し、地域によっては出生数が

ゼロという年が珍しくない近年、時代は長寿社会と変化し、現在は地域住民の方々への「見守り」「声かけ」

を中心とした、高齢者支援の活動が多くなってまいりました。真庭の愛育委員を育てて下さいました、故

江草安彦先生がメッセージとして残して頂いた「今後は赤ちゃんだけでなく、ご老人や地域の皆さんの健

康を中心とした活動をどのように実現するか、その先頭に立っている事を自覚してほしい。あまり張り切

らないで持続可能な努力を続けてほしい」というお言葉が、今の私の活動の原動力となっています。

　そして、継続している事業として、「真庭版地域ですすめる健康支援事業」では、栄養委員・愛育委員

が協働して地域ぐるみの子育て支援を行っており、「中・高校生と乳児のふれあい体験学習」は、「命の大

切さ」「子育ての喜びと重み」を知る貴重な事業となっています。子育てしやすい環境づくりという観点

からも、男性との育児の役割分担も今後は必要だと思っています。

　また、健康づくり活動として結核予防、生活習慣病予防、がん検診の受診啓発等々、健康を守るという

使命感を忘れることなく取り組んでいます。70周年の節目を契機に活動内容の充実に努めようと誓ってい

たところに、全国的に令和２年は始まりから終わりまで新型コロナウイルス感染症でまさしく想定外の年

でした。新型コロナウイルス感染症が収束することを願いつつ、一層研鑽を積み、愛育委員活動の原点で

もある「目配り、気配り、心配り」を大切にし、焦らず持続可能な活動を関係機関、行政の皆様のご指導

ご協力を頂きながら努める所存です。

　最後になりましたが、記念誌の発行に際しまして貴重なお言葉をお寄せ頂きました諸先生方に心より

お礼申し上げますとともに、今後とも一層のご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げ、皆々様の

ご健康とご多幸をお祈りし、ご挨拶とさせていただきます。

真庭保健所管内愛育委員連合会　会長　　杉　本　喜美惠

発刊にあたり
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　真庭保健所管内愛育委員連合会創立70周年を心からお祝い申し上げます。

　ここ真庭の地で、昭和25年、岡山県の愛育委員会活動が始まりました。戦

後間もない復興の中、栄養失調や感染症等が多く、乳児死亡率等も高く、全

国平均も上回っていました。故江草安彦先生（旭川荘理事長）、故山内逸郎先生（国立岡山病院院長）の

ご指導の元、育児相談や乳幼児健診等、母子保健の向上に取り組みました。その活動は岡山県内各地へと

広がり、３年間連続して、乳児・新生児・周産期死亡率の低さが全国一（母子保健三冠王）となり「赤ちゃ

ん王国・岡山」と言われるようになりました。

　その後、社会情勢の変化に伴い、愛育委員活動は、生活習慣病や生きがい対策など全住民の健康づくり

活動へと広がっています。岡山県の公衆衛生は、愛育委員との協働の中で育まれ向上してきました。

　現在は、新型コロナの影響が甚大で、経済的苦境や社会的孤立に陥る人が増えています。更に受診控え

などによる持病の悪化、体力低下、うつ、自殺、虐待、依存症、ひきこもり等も増えています。

　正しい情報や知識を共有して助け合えば、新型コロナや災害にも負けない思いやりのある地域社会へつ

ながっていくと思います。現代は、地域のコミュニティー、人と人とのつながりが希薄化しています。困っ

たとき、孤立した時、不安な時に相談できる人や場所がある事、取り残されないという安心感が必要です。

　大勢では集えなくても、愛育委員の皆様の個別の訪問や声かけ、見守り等が地域の絆・安心につながっ

ているのだと思います。そして赤ちゃんからお年寄りまで、心と体の健康づくりの場において、笑顔でビ

タミン愛を届けていただきありがとうございます。

　弱い立場の人に優しい地域社会は、全ての人が暮らしやすい地域社会だと思います。大切なものを見直

す機会ともなった新型コロナですが、ワクチン接種等も進み、この感染症が収束に向かい、平穏で健やか

な日常が取り戻されるよう願っております。

　結びに、真庭保健所管内愛育委員連合会のますますのご発展と、愛育委員の皆様のご健勝を心よりお祈

り申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

岡山県真庭保健所　所長　　西　田　典　数

70周年をお祝いして
「ビタミン愛のエールを」
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　真庭保健所管内愛育委員連合会が創立70周年を迎えられましたことを心からお祝

い申し上げます。

　岡山県では、昭和25年、県下に先駆けてご当地の真庭市（真庭郡河内村）で愛育

委員会が誕生されました。発足当時の岡山県は、戦後の栄養失調や結核などの感染

症も多く、小児の死亡率も高い中で、母と子の命と健康を守る母子保健の向上を目

指した活動と実績が礎となり、全国に誇れる現在の岡山県の愛育委員活動があるの

だと存じます。

　現在、少子高齢化が進行し、結婚や出産、子育てに対する意識が変化し、地域社会での連帯意識は希薄にな

るなど、社会環境は変わりつつあります。このような中、時代に沿って形を変えながら、孤立しがちな地域の

方への丁寧な声かけや見守りにより地域の絆をつなぐ活動をしていただいていることに敬意を表します。

　本県では、すべての県民が明るい笑顔で暮らす「生き活きおかやま」の実現に向け、県民の皆様と共に取り

組んでいるところです。県民の多様なニーズに対応し、健康寿命の延伸を図っていくとともに、出会いから結

婚、妊娠、出産、子育てまで、それぞれのライフステージに併せた切れ目のない支援を行い、すべての子ども

達が健やかに生まれ育つ環境づくりを目指しております。この目標達成に向け、今後とも「愛育のこころ」を

大切に地域の皆様の健康づくりと、地域社会の発展への支援にご尽力賜りますようお願い申し上げます。

　最後になりましたが、真庭保健所管内愛育委員連合会の益々の御発展と皆様方の御活躍を心から祈念いたし

まして、お祝いの言葉といたします。

　真庭保健所管内愛育委員連合会創立70周年の記念すべき節目に、これまでの永き

にわたる活動の歩みを記され、「愛育のこころ」あふれる未来へとつなぐ記念誌を

発行されますことを心からお慶び申し上げます。杉本会長様、歴代会長様をはじめ、

地域で数々の素晴らしいご功績を残してこられました全ての愛育委員の皆さまに心

から敬意と感謝を申し上げます。

　昭和から平成、令和の時代を迎えた今、人口減少や少子高齢化等、これまで経験

したことのない社会的な課題に直面し、さらに新型コロナウイルス感染症によって

社会が大きく変化しようとしています。AIやIoT等のデジタル技術の進展は、私たちの生活をより便利にし

てくれるでしょうが、私たちにとって最も大切なのは「人と人のつながり」「地域のつながり」であり「愛育

のこころ」であると思っています。これからも、愛育委員の皆さまが地域の大きな力となって、愛育の灯が永

遠に輝き続けていくことを願っております。

　結びに、貴連合会の益々のご発展と委員皆さまのご健勝、ご多幸を心からお祈り申し上げ、お祝いの一言

とさせていただきます。

岡山県保健福祉部　部長　　西　嶋　康　治

岡山県議会議員　　河　野　慶　治

祝　辞

祝　辞
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　真庭保健所管内愛育委員連合会創立70周年を心からお祝い申し上げます。

　皆様方におかれましては、70年もの長きに渡って、母子保健を中心に、地域のお

母さんとして活動され、さらに、時代の要請に応じて、子育て支援や生活習慣病等

の早期発見のための健（検）診の勧め、介護予防などに、活動の幅を広げてこられ

ました。

　委員の皆様が、地域に暮らす方々の健康に気を配り、乳幼児をもつ家庭をはじめ、

一人暮らしの高齢者や孤立しがちな方への声かけ等を行い、幅広い年代の方の健康

づくりに対して日々御尽力いただいておりますことに、深く敬意と感謝の意を表します。

　皆様方の、生涯を通じた健康づくりの推進役としての活動は、県政の基本目標である、すべての県民が明る

い笑顔で暮らす「生き活き岡山」の実現に向け、大きな原動力となっています。特に地域の方一人ひとりに丁

寧な声かけや見守りをしてくださっている活動が、人々の安心と信頼につながり、地域の連帯意識を高め、支

え合う地域づくりの基盤となっております。

　どうか今後とも、地域住民の健康づくりと、地域社会の発展のため、「愛育のこころ」を大切に継承されながら、

御尽力を賜りますようお願いいたします。

　結びに、真庭保健所管内愛育委員連合会のますますの御発展と委員の皆様方の御健勝、御活躍を祈念いたし

まして、お祝いの言葉といたします。

岡山県美作県民局　局長　　　小　寺　紀　孝祝　辞
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　真庭保健所管内愛育委員連合会が発足70周年を迎えられましたこと、心よりお祝

い申し上げます。

　昭和11年当時、わが国の乳幼児の死亡率が高いことから、恩賜財団母子愛育会に

よる愛育班の活動が始まりました。昭和25年には戦後の混乱の中、愛育委員活動が

県下に先駆けてこの真庭の地で産声を上げ、その活動は県内へと広がっていきま

した。

　愛育委員の活動は子どもたちが健やかに生まれ育ち、高齢になっても、安心して

住み慣れた地域で暮らしていけることをめざし、活動を続けてこられました。母子保健から始まった活動は、

今日では幅広い年齢を対象とした保健衛生全般にわたっての活動をしておられます。

　今、新型コロナウイルス感染症が世界的に広がり、私たちの生活に様々な影響が生じています。世界規模で

100年に一度の感染症と言われる感染症流行禍での活動は、愛育委員活動が始まり70年という長い歳月の中、

初めてであると思います。このように常に新たな健康課題に応じた活動をされ、地域への貢献を続けてこられ

たことに改めて感謝と敬意を表する次第です。今後とも先輩方から長年大切に継承されてきた「愛育のこころ」

を基本の理念とした意義ある活動を、この節目にあらためて認識いただき、これからも益々、地域のみなさま

とともに健やかに暮らせる地域づくりため、一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　結びに貴連合会のますますのご発展と委員皆様のご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げ、お祝いの言葉と

いたします。

　真庭保健所管内愛育委員連合会が発足70周年を迎えられましたことを、心より

お慶び申し上げます。また、長きに渡る活動をまとめられた記念誌の発刊につき

まして誠におめでとうございます。

　発足から70年間の活動継続は、歴代の愛育委員の方々一人ひとりの地域への強い

愛情と使命感の賜物であり、心から敬意を表します。

　愛育委員の皆様には日頃から、健診の受診勧奨活動を始め村民の健康づくりに多

大なるご協力をいただき、深く感謝申し上げるところでございます。また、新庄村

では「村民一家族」を掲げ、温かな、誰も放っておかれることのない、家族のような村づくりを推進しており

ますが、高齢者世帯や独居世帯が増える昨今、愛育委員の方々の訪問や声掛け、見守りといった地域の絆を守

る活動は、益々無くてはならないものとなっております。コロナ禍の影響により社会全体が人と距離を置き、

孤立を生みやすい状況になってきておりますが、こんな時だからこそ愛育委員の方々の存在が「世の光、世の

守り、世の力」となると考えます。これからも行政と一体となって村づくりにお力添えいただき、地域を支え

る心強い存在であり続けていただけることを切に願う所存でございます。

　最後になりましたが、真庭保健所管内愛育委員連合会の益々のご発展と皆様方のご健勝をお祈り申し上げ、

お祝いの言葉とさせていただきます。

祝　辞

祝　辞

真庭市長　　太　田　　　昇

新庄村長　　小　倉　博　俊 
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　真庭保健所管内愛育委員連合会が発足され70周年を迎えられましたことを心より

お慶び申し上げます。

　昭和25年に岡山県で最初の愛育委員がこの真庭の地で発足して以来、長きにわた

り皆様の活動が地域の乳幼児から高齢者まで幅広い方々の健康づくりに多大な貢献

をしてこられたことに感謝と敬意を表するものであります。

　近年、少子高齢化はますます進み、地域社会での人とのつながりは希薄化し、子

育てや高齢者の健康などに関する新たな課題も深刻化しています。こうした時代だ

からこそ、皆様方の一人ひとりへの見守りやきめ細かな声かけの活動が大変重要な役割を果たしているものと

思います。

　今後とも、「愛育のこころ」を大切に、時代のニーズに応じた活動で、地域のすべての人が健康で安心して

暮らすことができる地域づくりに一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　最後になりましたが、真庭保健所管内愛育委員連合会のますますのご発展と委員皆様方の御健勝と御活躍を

心よりお祈り申し上げ、お祝いの言葉といたします。

　真庭保健所管内愛育委員連合会が創立70周年を迎えられましたこと、誠におめで

とうございます。

　今年は、新型コロナウイルスにより日本はもとより全世界が対策に苦慮していま

す。いつ終息するかもわかりませんが、その中で愛育委員連合会のような組織が日

本にあり、長きにわたり献身的に活動をしていただいていることは、非常に心強く、

心から感謝申し上げます。地方の発展なくして日本の将来はないと考えております

が、今や都会では希薄となった人との絆が息づいているかけがえのない我が地域で

も、人口減少や高齢化の進行など様々な課題を抱えております。限られた資源の中で健康と福祉を充実させて

いくためには、愛育委員の方々の存在はなくてはならないものです。地域住民の方に、「この地域に生まれて

良かった、住んで良かった」と思ってもらえるような地域づくりのために、これからも共に歩んでいけたらと

願っております。

　最後になりましたが、真庭保健所管内愛育委員連合会の全ての方々のご苦労に感謝し、会のご発展と皆様方

の更なるご活躍を祈念申し上げます。

真庭市議会　議長　　古　南　源　二

新庄村議会　議長　　磯　田　博　基

祝　辞

祝　辞
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　真庭保健所管内愛育委員連合会創立70周年をむかえられましたことを心からお喜

び申し上げます。

　貴会は、戦後の食糧難による栄養失調、結核等の感染症疾患の多発するなか、妊

婦と乳幼児の健全な発育を目指して発足されて以来、脈々とその精神を引き継ぎ、

70年もの長きにわたり、母子保健のみならず、検診など健康全般に渡ります多方面

の活動により多くの功績を残してこられました。

　今日、少子・高齢・人口減、地域の連帯意識の希薄化など、地域の情勢は大きく

変化いたしております。住み慣れた町でいつまでも安心安全に暮らしていける、地域包括ケアの構築が叫ばれ

るなか、地域での集いや訪問、声かけなど、地域の方々に寄り添う活動が必要とされています。　　

　地域でのきめ細かい活動が愛育委員会に期待されています。今後とも真庭保健所管内愛育委員連合会の皆様

方の益々のご活躍をお願い申し上げ、お祝いの言葉と致します。

　真庭保健所管内愛育委員連合会創立70周年を心からお祝い申し上げます。

　昭和25年、母子保健の向上を目的に、この真庭の地に岡山県下で初めて愛育委員

会が誕生したと聞いており、感慨もひとしおに存じます。

　貴会の皆様におかれましては、70年の永きにわたり乳幼児から高齢者に至るまで、

全ての住民にとって健康で明るい住みよい地域にするため、ご尽力を賜っておりま

すことに、心より敬意を表すとともに、感謝申し上げます。

　真庭は今、超高齢社会、人口減少等、様々な課題を抱え、それに伴い、母子保健

から始まった愛育委員の活動も、乳幼児から高齢者の方へとシフトしているのではないでしょうか。

　私ども歯科医師会もむし歯・歯周病の予防・治療はもちろんですが、妊婦健診などマイナス１歳からターミ

ナルに至るまで、一生に寄り添う歯科医療に尽力していくつもりです。

　乳幼児歯科健診をはじめ、真庭歯科医師会の事業に関しまして、引き続き、愛育委員の皆様方のご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

　最後に、貴会のますますのご発展と会員皆様方のご健勝を念じまして、お祝いの言葉と致します。　

祝　辞

祝　辞

一般社団法人真庭市医師会　会長　　池　田　文　昭

真庭歯科医師会　会長　　池　元　由　通

10

真庭保健所管内愛育委員連合会



　真庭保健所管内愛育委員連合会創立70周年を心からお祝い申し上げます。

　岡山県の愛育委員は、昭和25年、真庭郡河内村、現在の真庭市にその産声を上げ

ました。戦後の栄養失調や結核の感染症も多く、小児の死亡率が高い中で、「赤ちゃ

んを守らなければならない」という強い思いから始まった先駆的な活動は、瞬く間

に県内各地に広がり、昭和30年の岡山県愛育委員連合会の結成につながっており

ます。

　愛育委員発祥の地である貴連合会の70年の歴史は、母子保健指標のうち「周産期

死亡率、新生児死亡率、乳児死亡率がいずれも全国で最も低い」いわゆる母子保健三冠王の原動力ともなった

岡山県の愛育委員の歴史そのものであると申し上げても過言ではありません。70年を経た現在も、結成時の「住

民の健康を私達が守る」という思いを引き継がれ、母子保健活動を始め結核予防、献血や禁煙の推進等の幅広

い活動をされていることに敬意を表します。

　現在、少子高齢化がすすみ、地域社会での連帯意識が希薄化するなど、地域を取り巻く情勢も大きく変化し

ています。このような時代にこそ愛育委員活動の原点である訪問や声かけ、見守りなど地域の方々に寄り添い、

温かく包み込むような活動が再認識され、私たち愛育委員に寄せられる期待は、今後益々大きくなると感じて

おります。

　皆様方におかれましても、この70周年という節目を契機に、先輩方から受け継いできた「愛育のこころ」を

大切に継承され、さらなる御尽力を賜りたいと存じます。岡山県愛育委員連合会といたしましても、愛育委員

が「世の光、世の守、世の力」となって、地域の人々が安心して健康で豊かな人生を送ることができるよう、

今後も皆様と手を携えて時代のニーズに合わせた活動の充実に努めてまいりたいと思っております。

　最後になりましたが、真庭保健所管内愛育委員連合会の益々の御発展と皆様方の御健勝、御活躍を心から祈

念いたしまして、お祝いの言葉とさせて頂きます。

　真庭保健所管内の愛育委員連合会が創立70周年を迎えられましたことに心からお

慶び申し上げます。

　愛育委員の皆様の輝かしい歴史とご功績、そして今日までの歴代会長様をはじめ

委員の皆様のご活躍に対し、深い敬意と感謝を申し上げます。

　さて、この真庭の地域は、県下で初めて愛育委員が誕生し、その後連合会が結成

され、発足日から変わることなく「愛育のこころ」を伝え続けてこられました。

　真庭保健所管内栄養改善協議会におきましては、昭和39年の発足後、生活習慣病

対策やフレイル予防、また「真庭版地域ですすめる健康支援事業」では愛育委員の皆様と共に車の両輪の如く

活動してまいりました。

　今後も私たち栄養委員は地域の健康づくりボランティアとして、「私達の健康は、私達の手で」をスローガ

ンに「健康真庭」を目指し、健康寿命の延伸に向け、愛育委員の皆様と共に歩んでいきたいと願っております。

　最後になりましたが、真庭保健所管内愛育委員連合会の発展と委員の皆様のご健勝、ご多幸を祈念いたしま

して、お祝いの言葉といたします。

祝　辞

祝　辞

岡山県愛育委員連合会　会長　　岡　﨑　文　代

真庭保健所管内栄養改善協議会　会長　　片　岡　貞　枝
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愛育委員発足当時ご尽力いただいた方々

江草先生は、岡山大学医学部小児科学教室に在籍されていた昭和27年から、

真庭の隅から隅まで乳児健診に回ってくださり、くる病や気管支炎の早期発

見・治療・予防に尽力された結果、気管支炎にかかる人はゼロになりました。

私たち真庭の愛育委員とともに歩み、私たちの活動を生涯支え続けてください

ました。

また、初代愛育委員会長　河本花さんとともに、重い障がいのある子どもの

ための施設開設にご尽力くださり、その経験を基礎に、医療と福祉の一体化の

推進を図り、医療福祉分野の発展に多大なご貢献をいただきました。

江草先生の働きかけで、平成26年には、真庭の地に「旭川荘真庭地域センター」

ができ、今も真庭中北部地域における障がい児者のための拠点となっています。

社会福祉法人　旭川荘　名誉理事長

故　江　草　安　彦　先 生

地域の皆さんの健康を守る

持続可能な努力を

続けてください

写真出典元：真庭保健所管内愛育委員連合会60周年記念誌

真庭郡愛育委員連合会名誉会長

故　河　本　　　花

写真出典元：勝山町愛育委員会40周年記念誌

愛育委員の愛は、不可能を

可能にすることができる

旧勝山町出身の河本花さんは、昭和25年に、真庭の地に愛育委員会が発足

した時から、会長として地域のために大変ご尽力いただきました。

愛育委員として活動する中で、地域にいる重い障がいのある子どもと、その

家庭の悲惨な実態を知り、子どもとその家族のために「何とかしないといけな

い」という思いから、障がい児のための施設をつくろうという運動を起こされ

ました。

この運動は、やがて岡山県愛育委員連合会の「愛の１日１円募金活動」へと

広がり、昭和40年、旭川荘に「愛育寮（重症心身障害児施設）」ができました。

 母乳育児をすすめましょう

母乳は安全で、母と子の

きずなを深めます

写真出典元：真庭保健所講演会記録写真

山内先生は、昭和27年に国立岡山病院小児科医長に就任後、真庭の地で乳児

健診に携わっていた経験から、「低出生体重児を救命すれば死亡率は下がる」

という理念の元、新生児医療拠点を築き、新生児医療に熱心に取り組まれまし

た。昭和52年、岡山県は新生児死亡率、乳児死亡率、周産期死亡率の３部門で

日本一を達成し、３年連続「母子保健三冠王」となりましたが、その推進役で

もありました。

また、母乳運動に取り組み、初乳の感染症予防効果、授乳による母子のきず

なを深める効果を全国に広められました。その功績が認められ、国立岡山病院

は、ユニセフとWHO（世界保健機関）の「赤ちゃんにやさしい病院」１号に

認定されました。

国立岡山病院　名誉院長

故　山　内　逸　郎　先 生
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活動のあゆみ

１．愛育委員の誕生

２．愛育委員誕生の背景

３．愛育委員の任務、性格、心得

４．愛育委員活動の実際

５．活動のあゆみ

６．わが地区イチオシの活動紹介



昭
和
11
年
に
は
、
恩
賜
財
団
愛
育

会
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
乳
幼
児

死
亡
率
の
改
善
を
目
指
し
て

愛
育
村
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
初
期
の
日
本
は
、

経
済
状
況
も

社
会
情
勢
も
悪
化
。

そ
う
し
た
中
、
昭
和
８
年
12
月
23
日
、

現
在
の
上
皇
陛
下
で
あ
る
明
仁
様
が

誕
生
。

御
沙
汰
書
に
は
、
天
皇
陛
下
か
ら

の
命
令
や
指
示
が
示
し
て
あ
り
、

こ
れ
を
基
に
、
関
係
大
臣
の
協
議

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
９
年
３
月
13
日
に

恩
賜
財
団
愛
育
会
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

翌
年
２
月
の
お
誕
生
祝
宴
の
際
、

昭
和
天
皇
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
へ

御
沙
汰
書
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
母
子
保
健
は
顧
み
ら
れ

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
後
の
日
本
は
食
糧
難
、

栄
養
失
調
、
結
核
な
ど
の
感
染
症
、

生
活
困
窮
…
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
し
た
。

他
県
よ
り
も
高
い
乳
幼
児
死
亡
率

に
、
県
行
政
は
地
域
と
密
着
し

た
母
子
保
健
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
の
強
い

思
い
と
一
致
し
、

現在
の総
裁は

秋篠
宮紀
子妃
殿下

昭和 21年 1月に

恩賜財団母子愛育会と改称

県
の
「
愛
育
委
員
設
置
要
領
」
に
よ
り

愛
育
委
員
の
設
置
が
進
み
ま
し
た
。

昭
和
25
年
10
月
、

旧
河
内
村(

旧
落
合
町)

、
旧
湯
原

町
に
愛
育
委
員
会
が
誕
生
。

昭
和
26
年
、
真
庭
郡
全
町
村
に

愛
育
委
員
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
県
北

は
雪
が
多
く
、

栄
養
状
態

も
十
分
で

な
く
、

乳
幼
児
の

死
亡
率
は

高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

調
子
は

ど
う

で
す
か
？

赤
ち
ゃ
ん
を

何
と
か

守
ら
な
い
と
…

お
乳
が

出
な
く
て
…

1 2

１．愛育委員の誕生
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重
い
障
が
い
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
も

少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

雪
深
い
県
北
の
地
で

赤
ち
ゃ
ん
が
春
を
迎
え
る
の
は

大
変
な
こ
と
で
し
た
。

愛
育
委
員
は
各
戸
を
ま
わ
り
、

育
児
相
談
や
母
親
学
級
、

乳
幼
児
健
診
、
予
防
接
種
を
勧
め
、

地
域
に
広
め
ま
し
た
。

ま
た
、
真
庭
に
き
て
い
た

２
人
の
医
師
と
の
連
携
も

大
切
な
役
目
で
し
た
。
　

愛
育
委
員
は
、
先
生
の
健
診
の

手
伝
い
を
し
、

愛
育
委
員
は

募
金
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
実
を
結
び
、

赤
ち
ゃ
ん
の
死
亡
率
は
ど
ん
ど
ん

下
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

岡
山
県
の
乳
児
死
亡
率
、
新
生
児
死

亡
率
、
周
産
期
死
亡
率
は
、
全
国
で

最
も
低
く
な
っ
た
の
で
す
。

栄
養
不
足
と
日
照
不
足
に
よ
る

く
る
病
や
肺
炎
の
子
が
多
く
見
つ
か

れ
ば
、
お
母
さ
ん
が
栄
養
を
と
っ
て

母
乳
を
出
せ
る
よ
う
、
ユ
ニ
セ
フ
ミ

ル
ク
を
取
り
寄
せ
、
配
っ
て
回
っ
た

の
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
県
全
体
へ
広
が

り
、「
愛
育
寮
※

」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

1 円募金に協力

お願いしまーす！

3年連続

母子保健三冠王達成！

こ
の
と
き
動
い
た

河
本
花
　

初
代
愛
育
委
員
会
長

先
生
、

こ
の
子
を
病
院
へ

連
れ
て
帰
っ
て
も

ら
え
ん

で
し
ょ
う
か
…

…
…

障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

こ
の
子
た
ち
を
何

と
か
し
な
い
と
！

や
ろ
う
！
先
生
！

旭
川
荘
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愛育委員は「あたたかさ」と「やさしさ」を持ち続け、″目配り、気配り、心配り″を大切に　活動をつないでいでいきたい！

　　作　　　　　　管内愛育委員連合会理事

イラスト・構成　　 嶋田　有一郎

母
親

学
級
に
来

て
み
て
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　母子保健活動は、明治時代に貧困家庭の子どもや孤児への救貧的慈善事業として始まり、大正

時代になると、公衆衛生面から妊産婦や乳幼児の健康相談事業が行われた。当時の小児の死亡率

は高く、その実態の把握と対策を推進するため、大正５年に国は保健衛生調査会を設置し、その

全国調査による乳児死亡率は出生千対170という劣悪な状況だったため、主要都市に小児保健所

の設置が進められた。

　昭和８年12月23日、現在の上皇陛下が御誕生になり、翌９年２月、皇居でのお誕生の祝宴の際、

昭和天皇陛下より内閣総理大臣に御沙汰書が伝達された。関係大臣の協議の結果、恩賜財団愛育

会（昭和21年１月、恩賜財団母子愛育会と改称）を設立し、当時ほとんど顧みられない状態にあっ

た母子の保健と福祉のための事業を実施することとなった。

　恩賜財団母子愛育会の事業の一つが、昭和11年に始まった村ぐるみで乳児死亡率を低下させる

ための愛育村組織の普及であり、その中核となる活動が愛育班活動であった。昭和14年以降は国

庫補助となり、愛育村活動は発展していった。

　それと並行して、昭和12年に制定された保健所法に基づく妊産婦乳幼児に対する健康指導が始

まり、同年「母子保護法」が制定された。翌13年には厚生省が発足し、母子保健の体制が整備さ

れた。昭和14年から「乳児一斉検診」が実施されるようになり、さらに、昭和15年の国民体力法

の制定により、県から委嘱された「母性並乳幼児補導委員」が妊産婦、乳幼児の保健指導を行う

ほか、小児の健康や体力管理のための「体力手帳」が交付されるようになった。昭和16年「人口

政策確立要綱」制定により、妊産婦保健管理が重視され、さらに同年、保健婦規則により公衆衛

生行政における保健婦活動が開始された。昭和17年「妊産婦手帳」制度が開始し、妊娠の届出と

妊産婦の保健指導が励行された。

　岡山県では、大正４年に鳥取上村（後の赤坂町・現赤磐市）で「母の会」ができ、全国に先駆

けて母子保健・福祉・教育等総合的な活動が行われていた。大正６年、笠井信一岡山県知事が「済

世顧問設置規定」を公布し、民生委員制度の源と言われる済世顧問制度が生まれた。特に鳥取上

村の済世顧問で構成される「母の会」から発展した「小児保健協会」は、愛育村の原型であり、

その基盤の上に、昭和15年３月18日付けで邑久郡邑久町が愛育村の指定を受けたほか、昭和19年

までに御津郡野谷村（後の岡山市津高）、赤磐郡鳥取上村、真庭郡河内村（後の落合町・現真庭市）

の４か所が指定を受けた。また、33カ所が一般愛育村として指定を受け、県下に愛育班活動が

広がっていった。

２．愛育委員誕生の背景
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　愛育委員は、“子どもが健やかに育つ真庭の地域づくり”という大きな目標を掲げ、一市一村

の愛育委員相互の緊密なる連携の下に、地域の各組織、各団体との連絡を密に取り合い、母子

保健・高齢者保健・成人保健等健康全般にわたる保健事業への理解を深め、文字通り『愛育』

の心を持って、地域に根付いた活動を行う。

３．愛育委員の任務、性格、心得

愛育委員の任務、性格、心得

１．愛育委員の任務

　　 　愛育委員は、地区の中核として母子保健を基に生涯にわたる健康づくりの夢と

希望にあふれる社会をつくることを任務とします。

２．愛育委員の性格

　　 　愛育委員は、「母子保健を中心とした公衆衛生の向上を図る」ため自主的に作

られた組織です。

「身近な健康問題を解決するために自分たちで計画実践する」ことと「市町村長

から任命または委嘱を受けた協力機関でもあるので、市町村等の行政にも協力す

る」ことを土台として自主的な地についた活動を行いましょう。これら双方相まっ

た活動を行うことが委員の任務を真に果たすことにつながるといえます。 

３．愛育委員の心得

　　⑴　日ごろの活動を通じて気軽に話せる人間関係を作りましょう。

　　　①話しやすい雰囲気をつくる。

　　　②相手の話をよく聴く。

　　　③相手が、話したがらない点は、執拗に聞きださないこと。

　　⑵　対象は担当地区内全ての人です。 

　　⑶　 担当地区内に生じた健康問題は、市町村や保健所の保健師と連絡を取りま

しょう。

　　⑷　 難しい問題は自分で抱え込まないで、それぞれの専門機関と相談を密に取り

ましょう。

　　⑸　 地区の委員会、研修会には積極的に参加し愛育委員として主体的な活動を責

任が果たせるよう学習しましょう。

　　⑹　 知り得た秘密は、かたく守りましょう。相談内容は、絶対に外部に漏らさな

いようにしましょう。 （愛育委員活動テキストから抜粋）
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①　愛育委員活動とは

　○　住民が取り組んでいく「健康づくり」のための組織活動

　　　　 地域において、地域住民が健康に関する問題を解決するために、共通の目的を持ち、目標達成を目指

した組織をつくり、さらに住民自身が地域の健康問題を自らの課題として解決していく住民参加に

よる主体的な活動です。

　○　人と人のふれあいを基盤にした活動

　○　健康づくりを通して住み良い地域づくり、まちづくりをめざした活動

４．愛育委員活動の実際

愛育委員はボランティアとしての特性を生かし、住民をはじめ保健・医療・福祉等の関係者と連携

して健康づくりを支援していきます。

②　愛育委員活動の特徴

　○　地域に住む立場で活動

　　　　 その地域をよく知っているのは愛育委員さんです。

　○　健康づくり、健康の確認から幅広い活動

　　　　 健康の保持増進、悪化させない予防の視点、先を見通した活動の展開が必要です。

　○　地域を包括した活動

　　　　 地域全体をひとつとした活動が必要です。

　○　身近な日常生活の中で実践する活動

　　　　 地域の中で起こっている問題は、地域の中で解決策を見出し実践する活動です。

　○　家庭訪問と話し合いの連続性を積み重ねる活動

　　　　 声かけ訪問や家庭訪問により、地域の実態を把握し、その把握した情報を地区の役員会、管内の役員

会等で話し合う中で、地域特性を活かした活動につながる。

　○　保健師等の連携・協働による活動

　　　　 保健師や関係機関、地域の組織等と連携・協働により地域の健康問題を解決していく。
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母子保健

・地域と連携した子育て支援

・ 健康診査のすすめと健診への協力

・予防接種のすすめ

・母乳栄養のすすめ

・親子クラブへの支援

・思春期の健康づくり

・児童虐待予防

健康増進

・ 各種健診（特定健診、保健指導、

がん検診）をうけるよう、声かけ

運動と、健診当日の支援

・ 健康相談、事後指導、各種教室へ

参加のすすめと事業への協力

・ 高齢者の閉じこもりを防ぎ、必要

な人には介助の支援をする

健康づくり事業

・ メタボリックシンドロームを中心

とした生活習慣病予防のすすめ

・ 楽しみながら、気分転換できるよ

うな運動（リラックスしながら身

体を動かすこと）のすすめ

・骨粗鬆症予防のすすめ

歯科保健

・むし歯予防

・歯周病の予防

結核・感染症予防

・検診のすすめ

・複十字シール運動

・ 感染症についての正しい理解を

得るための知識の普及啓発活動

献血推進

・献血のよびかけ

地域連帯

・各種地区組織と連携をとる

禁煙運動のすすめ

精神保健

・心の健康づくりに関する普及啓発

・ 自殺予防に関する普及啓発やゲー

トキーパーとしての気づき・見守

り・つなぐ活動

・適正飲酒 10 カ条のすすめ

・ 地域活動支援センター等への活動

支援

愛育委員活動の樹

赤ちゃんから高齢者まで、豊かな人生を支援します

愛育委員会

（委員の親睦を深め、会

の自主的活動をすすめる

ため、定例に開催）

・委員会の目標を決める

ひとりひとりの愛育委員が
活動を支えています。

各地区の愛育委員会を基盤として、住民の健康増進の

ために、様々な活動を通して、地域連帯等に取り組ん

でいます。

健
康
増
進
・
自
主
的
活
動

・
行
政
へ
の
協
力
活
動
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５．活動のあゆみ

昭和20年代　主な活動 

◆真庭郡河内村・湯原町に県下で初めて愛育委員が誕生し、発祥の地となる。

◆岡山県愛育委員設置要領に基づき、保健所・管内町村長・衛生主務者の合同会議を開催する。

◆ 国立岡山病院名誉院長故山内逸郎先生並びに旭川荘名誉理事長故江草安彦先生の奉仕により、乳幼

児健診に合わせて「くる病検診」が実施される。

◆寄生虫検査に協力する。

◆乳幼児健診に合わせ「赤ちゃんコンクール」を昭和34年まで開催する。

◆担当地区内の乳幼児と妊婦の家庭訪問を始める。（必要に応じて保健師に訪問依頼）

◆母親学級・家族計画の指導・保健相談・妊婦相談などに協力する。

　昭和20年代には、妊産婦の死亡や、病気でなくなる

子どもが多く、愛育委員は、育児相談、乳幼児健診、

予防接種の呼びかけやお手伝いをしました。また「赤

ちゃんを母乳で育てましょう」と地域のお母さんに声

かけ訪問をし、元気ですくすく育てるため、母親学級

にも参加をすすめました。

　国立岡山病院名誉院長故山内先生並びに

旭川荘名誉理事長故江草先生のご尽力によ

り、乳幼児健診に併せて、くる病検診が実

施され、多数のくる病の子ども達には「チョ

コラＤ」の服用や、日光浴等の育児指導が

行われました。愛育委員は、会場に出て健

診の手伝いをしたり、その他乳幼児の健康

改善のため、献身的に奉仕活動をしました。国立岡山病院名誉院長　故山内逸郎先生 旭川荘名誉理事長　故江草安彦先生

　昭和11年、恩賜財団愛育会（昭和21年１月に恩賜財団母子

愛育会に改称）が母子衛生の向上を目的に、全国に愛育村を

指定し、岡山県では真庭郡河内村、邑久郡邑久町が指定を受

けました。昭和25年には、母子保健の向上を目的に、真庭郡

河内村と湯原町に岡山県下で初めての愛育委員が誕生しまし

た。昭和26年に真庭郡全町村に愛育委員会が結成され、昭和

30年８月には、岡山県下約6,000人の愛育委員により、岡山

県愛育委員連合会が結成されました。

愛育委員会の誕生

母親学級

山内先生、江草先生の乳幼児健診

⑴　発足から65周年（平成27年度）まで
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母親学級

老人保健事業健診受診率向上に尽力

高齢者に対するヘルスボランティア養成講座

昭和30年代　主な活動 

◆母親クラブ結成に尽力する。

◆結核検診に協力し、住民検診の受診率向上を高め、結核撲滅に協力する。

◆成人病予防対策に協力する。

　（成人病循環器検診・子宮がん検診・胃がん検診・健康相談・成人病教室等）

◆３歳児健診が始まる。幼児のむし歯予防活動の重要性を認識し、活動を開始する。

◆ポリオワクチンの服用に協力、その他予防接種普及啓発活動に協力する。

昭和40年代　主な活動 

◆昭和45年 真庭郡愛育委員連合会が厚生大臣表彰を受賞する。

◆母乳運動を強力に実施する。

昭和50年代　主な活動 

◆岡山県が母子保健三冠王（乳幼児死亡率・新生児死亡率・周産期死亡率）を達成する。

◆１歳６か月健診が開始され、協力する。

◆健康増進のための各教室に協力する。

◆老人保健事業の健康教育、健康診査等に協力すると共に、高齢者への訪問活動を積極的に始める。

◆県からの委託で高齢者ヘルスボランティア養成講座を開催する。

　乳幼児を持つ母親が母親としての自覚を持ち知識を持って

育児ができるよう、母子クラブ結成を働きかけ、育成支援を

しました。また、母子クラブと愛育委員のリーダーを中心に

真庭郡母子クラブ・愛育委員幹部合同研修会を毎年開催しま

した。

　昭和30年代中頃から成人病循環器検診や健康相談、健康教

室に協力し、自分の健康に関心を持つよう健康管理を促す活

動を行いました。

　昭和59年度から５か年間、長年住み慣れたこの真庭の地域でできる限り自

分らしくいきいきと生活するために、愛育委員を対象にヘルスボランティア

養成講座を開催し、“身近な援助者”を養成しました。

　この研修を生かして地域に密着した高齢者への支援活動を展開していきま

した。
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　平成元年は、岡山県の10代の人工妊娠中絶率が全国で２番目に高いと

いう状況になったことにより、岡山県愛育委員連合会に県から「10代の

人工妊娠中絶半減運動」事業が委託されました。愛育委員は自主的に研

修活動を行ったり、「思春期の健康づくり」のリーフレットを持って中学

生のいる家庭を中心に配付啓発しました。

　また、平成３年度から真庭郡内の小中学校の養護教諭や真庭郡PTA連

合会母親委員と合同で研修会を開催しました。

　平成４年度からは、地域における思春期の子どもたちの総合的な健康

づくりを目的とし、「10代の人工妊娠中絶半減運動」事業を「思春期の健

康づくり事業」と改め活動をしました。赤ちゃんとお母さんに協力を得て、

高校生と乳児のふれあい体験学習を開催しました。その後、中学生を対

象としたふれあい体験も実施するようになりました。

　「寝たきり予防」や「認知症予防」の普及啓発に取り

組みました。愛育委員役員で演じた寸劇「寝たきりになっ

たお殿様」は大変好評で、平成４年度の真庭郡愛育委員

連合会総会をはじめ、真庭郡公衆衛生大会、真庭地区寝

たきり老人ゼロ作戦講演会や県の「高齢化社会に向けた

愛育委員実践活動報告会」でも演じました。

　老人保健活動として、平成９年度から、「くらしの中のヘルスアドバイ

ス事業」が始まり、３年間継続して、アレルギーをテーマとして取組みま

した。栄養委員と協力し、乳幼児を対象に、アレルギーの実態調査をしま

した。

　また、お母さん方の意見も取り入れてアレルギーの講演会を開催しまし

た。さらに、実態調査の結果を基に、愛育委員は衣服と住居を、栄養委員

は食生活を担当して、アレルギー予防のリーフレットを作成し、啓発しま

した。

昭和60～平成11年度　主な活動 

◆10代の人工妊娠中絶半減運動に参加する。

◆「真庭版育児の知恵袋」「のびのび育て真庭っ子」を作成する。

◆思春期の健全育成を考える研修会を開催する。

◆高校生と乳児のふれあい体験学習事業を開始する。（平成４年～）

◆地域子育て支援事業を開始する。

◆ 県からの委託で「くらしの中のヘルスアドバイス事業」を“アレルギー”をテーマに３年間

　（平成９～11年）栄養改善協議会と合同で取り組む。

10 代の人工妊娠中絶半減運動

思春期のふれあい体験学習

寝たきり老人ゼロ作戦

くらしの中のヘルスアドバイス事業
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素敵な子ども体験事業

乳幼児の歯を守る活動

60 周年記念事業

平成12～平成16年度　主な活動 

◆子どもと保護者の食生活習慣についてのアンケート調査を実施する。（平成12年度）

◆ アンケート調査で課題となった“禁煙”をテーマに、保育園、幼稚園、小学校に出かけ、禁煙紙芝

居による禁煙啓発活動を実施する。（平成13年度）

◆「素敵な子ども体験事業」に取り組み普及啓発、個別訪問を実施する。（平成14年度）

◆ 親子交流事業に取り組む。

　「地域のお母さんがすすめる健康支援事業」を県から受託し開始する。（平成15年度）

◆子どもと保護者の食生活習慣についてのアンケート調査を実施する。（平成16年度）

平成17～平成21年度　主な活動 

◆ 町村合併により管内が真庭市（真庭郡８町村と上房郡北房町が合併）、新庄村となり「真庭郡愛育

委員連合会」から「真庭保健所管内愛育委員連合会」に改称する。（平成17年度～）

◆ 「女性のがん検診啓発普及事業」を県から受託し、乳がん検診・子宮がん検診の重要性についての

普及と検診の受診勧奨を強化する。（平成18年度～）

◆ 思春期の心とからだの健康支援事業を県から受託し、思春期の健康づくりを推進する。

　 （リーフレット「まにわの地域のおかあさんからのメッセージ：未来に向かうあなたたちへ」を作

成し配布）（平成18年度）

◆ リーフレット「まにわの地域のおかあさんからのメッセージ：子育て中のお母さんたちへ」を作成

し配布する。（平成19年度）

◆ リーフレット「身近な小児救急疾患の対応」と「まにわの乳幼児の歯を守ろう！」を作成し配布す

る。（平成20年度）

◆愛育委員、保護者、祖父母世代が一緒に勉強する歯科保健研修会を開催する。（平成21年度）

　平成13年度から「元気が素敵！健康真庭！！」をキャッチフレーズに「21世

紀の健康づくり運動」が始まりました。それに合わせ、平成14年度からは、「素

敵な子ども体験事業」と題して、栄養委員と協力して、「元気が素敵！健康真

庭！」の目標の一つである「共に育とう、元気で優しい素敵な子ども」を目指

して、食づくりや物作り、昔遊びなどの体験事業を実施しました。

　平成22年度に愛育委員連合会発足60周年を

迎え、60周年記念事業として、記念大会を開

催し、また、社会福祉法人旭川荘に朴の木を

記念植樹しました。

　60周年記念誌も作成しました。

　真庭地域は３歳児のむし歯の有病率が高いこと

から、家庭訪問や親子クラブなどでリーフレット

を使って啓発活動を行い、また歯科保健研修会で

は、乳幼児の保護者ばかりでなく、祖父母世代も

一緒に学びました。
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　特に乳がん・子宮がん検診の

受診率が低迷していることから、

女性のがん予防の啓発に力を入

れ、乳がん触診モデルや乳がん

自己検診シートを用い、各地域

で検診の声掛けを積極的に行っ

た。

　管内愛育委員連合会理事は、岡山県覚せい剤等薬物乱用防止指導

員として、「ダメ。ゼッタイ　ヤングキャンペーン」に参加し、中

国勝山駅前や各学校で高校生等とともに啓発活動に取り組んだ。そ

のほか、市村愛育委員会でも健康まつり等のイベントで啓発グッズ

を配布している。

　真庭地域の幼児のむし歯有病率は、年々減少はしているものの、

依然として県内の他の地域に比べて高い状況が続いていることか

ら、「真庭の乳幼児の歯を守ろう」の普及活動を継続実施している。

平成22～平成27年度　主な活動 

◆ 真庭地域医療再生計画推進協議会の委員として参画し、協議会が行う「脳卒中に関する普及啓発後

の意識調査」に協力するとともに脳卒中予防の啓発チラシの配布や糖尿病予防の啓発活動を行った。

（平成23年度）

◆ 行政と協力し、保幼小中の保護者等若い世代にも参加を呼びかけ、「女性のためのがん予防講演会」

を開催した。（平成24年度）

◆ 愛育委員と学校関係者が思春期の健康について共に考え、思春期の子どもの心とからだの健康づく

りを応援するため、「思春期の健康づくり研修会」を開催した。（平成26～28年度）

　また、管内各高等学校に働きかけ、「思春期出前講座」を開催した。（平成26年度～）

◆ 「真庭の乳幼児の歯を守ろう」の普及活動の一環として、啓発用に作成したチラシと歯ブラシを活

用し、こども園でむし歯予防の啓発活動を行った。（平成26～27年度）

女性のがん予防活動

覚せい剤等薬物乱用防止の推進

乳幼児の歯を守る活動

24

真庭保健所管内愛育委員連合会



１．母子保健活動

⑵　平成28～令和２年度

①　真庭版地域ですすめる健康支援事業 

　親子が地域で見守られているという安心感を持ちながら、児の健やかな成長を促し子育ての楽しさや喜びを

感じられる地域づくりを行うため、愛育委員と栄養委員が協働し、地域の関係者とともに子育て支援活動を各

地域で展開している。管内愛育委員連合会と管内栄養改善協議会が合同で、この活動に関する研修会や報告会

を行っており、活動の意義を確認し合う場となっている。

　平成15～20年度は、県の委託事業（地域のお母さんがすすめる健康支援事業）として実施し、真庭地域では

その活動の重要性から、県事業終了後も

継続して取り組んでいる。

　平成30年度からは、男性の愛育委員・

栄養委員が増えてきたことや、家族形態

も多様化していることから、名称を「真

庭版地域ですすめる健康支援事業」に変

更し、地域ぐるみの子育て支援活動を継

続している。

②　地域ではぐくむ思春期の心とからだの健康支援事業 

　思春期は心も体も大人へと成長する時期であり、男女ともに人づくり、健康づくりの基盤となる重要な時期

であることから、愛育委員は行政、教育機関等と連携し、健全な子育て環境づくりを推進するための活動を各

地域で行っている。

　近年は、性感染症や十代の人工妊娠中絶の問題だけでなく、思春期のやせ、不登校・ひきこもりの増加など

心の健康づくりも課題となっているため、平成26年度以降は管内各学校に働きかけ、希望のあった学校とタイ

アップし、中高生を対象とした「思春期出前講座」を開催している。

　また、管内愛育委員連合会理事は岡山県覚せい剤等薬物乱用防止指導員として普及啓発活動をしており、青

少年の薬物乱用問題に対する認識を高めるため、高校生やその他団体とともに「ダメ。ゼッタイ。」普及運動

街頭キャンペーンに参加したり、市村愛育委員会では、健康まつり等のイベントで啓発グッズを配布するなど

住民の関心を高める機会を設けている。
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　当連合会で作成した啓発チラシも活用し、各地域のイベントなどで結核検診の勧奨や複十字シール運動を通

じて結核予防の普及啓発活動を行っている。

２．結核・感染症予防活動

　愛育委員は長年、がん検診を含む各種健（検）診の運営協力や、生

活習慣病予防のための知識の普及啓発に力を入れている。

　がん検診、特に、乳がん・子宮がん検診の受診率が低迷しているこ

とから、女性のがん予防に対

する啓発活動を行うため、平

成30年度からは、女性のがん

受診推進事業に取り組んでいる。

　当連合会では、がん検診受診啓発資材を作成し、各地域でがん検診

受診をすすめるPR活動を実施している。

３．生活習慣病、がん予防活動

　高齢化が進み、愛育委員は老人クラブや社会福祉協議会等他

団体とも連携しながら、一人暮らしの高齢者の見守り・声かけ

や、サロン活動等介護予防、認知症予防、生きがいづくりにも

取り組んでいる。

　あわせて、「熱中症予防」に関しても、あらゆる機会を活用

し啓発を行っている。

４．高齢者の健康づくり活動

　県では、県民の健康づくり計画である「第２次健康おかやま

21」を策定し、生活習慣病の予防や改善に取り組み、地域の健

康づくりを推進している。

　当連合会では、「みんなの力で『元気が素敵！健康真庭！！』

をきずこう」をスローガンに掲げ、生涯を通じた健康づくり事

業の推進など地域で健康づくりを進める地区組織として大きな

役割を担っている。

５．健康づくり活動
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　令和２年４月に改正健康増進法が全面施行され、県では

敷地内全面禁煙実施施設の認定や、小中学校での出前講座

等により、禁煙啓発活動を推進している。

　当連合会でも行政と協力し、世界禁煙デーに合わせ、中

高生や地域の方々にたばこの害を啓発する街頭キャンペー

ンを毎年実施している。

　また、平成30年度から始まった「地域におけるたばこ対

策事業」において、管内の学校に出向き、パンフレットの

配布など未成年者への普及啓発を行っている。

　真庭地域の自殺死亡率は、全国の平均と比べて高

いことから、当連合会では、令和元年度から「心と

からだの健康づくり活動」を重点活動に位置づけ活

動している。

　心の健康づくりをテーマにリーダー研修会を開催

したり、愛育委員自ら講演会や研修会に参加し、心

の健康に関する理解を深めるとともに、心の健康づ

くりの普及啓発や声かけを行っている。

　そのほか、障害者の社会参加促進のため、管内愛

育委員連合会総会時に就労継続支援（B型）施設のバザー協力等を行っている。

６．禁煙運動

８．心の健康づくり活動

　真庭地域の幼児のむし歯有病率は県の平均と比べて高い状況が

続いていることから、平成29～30年度には真庭保健所が中心とな

り「真庭の子どもたちの歯を守ろうプロジェクト」を実施した。

岡山大学歯学部や真庭歯科医師会、愛育委員を含め地域の健康づ

くりボランティア等の関係機関が一丸となり、課題の分析や今後

の取り組みの計画

を立てるなど、体

制 づ く り を 行 っ

た。また、子育てサロンなどで、むし歯予防出前講座を開催し、

むし歯予防のための啓発活動に取り組んだ。

　当連合会では、地域ですすめる健康支援事業の報告会におい

て、むし歯予防のために地域でできることをグループワークで

話し合い、それぞれの地域でのむし歯予防活動に活かしている。

７．歯科保健活動
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　愛育委員は、家庭訪問等により各地域で献血への協力を呼

びかけている。

　また、献血当日には、献血会場の受付や誘導などの会場運

営に協力しており、長年継続して献血推進活動に取り組んで

いる。

　令和元年度から世界的に流行した新型コロナウイルス感染症について、令和２年度には、管内リーダー研修

会や、真庭版地域ですすめる健康支援事業研修会において、新型コロナウイルス感染症の正しい知識とコロナ

禍で必要な活動を学んだ。

　感染拡大防止のためさまざまな行事が中止になる中、高齢者へのマスク配布や、手洗い動画を作成し新型コ

ロナウイルス感染症の基本的な予防策を地域住民に伝える活動を行うなど、研修会での学びから、愛育委員と

して地域のためにできる活動を考え、社会背景に合った活動を展開している。

９．献血推進活動

10．その他　コロナ禍における愛育委員活動
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　この事業は北房中学校３年生を対象に、ほたるっこ、栄養

改善協議会と協力して行っています。

　事前に中学校に行き、妊婦体験や赤ちゃん人形で優しい

抱っこ体験、栄養委員と一緒に離乳食作り体験を行い、本番

では実際に赤ちゃんとふれあい体験をしてもらいます。

　この体験を通して、中学生に「自分たちもこんなふうに愛

されて育ったのだ」と感じてもらえたらいいなと思います。

　毎年、地域の皆さんが買い物に訪れるマルナカの店舗入り

口で乳がんの啓発活動を行っています。

　今年は、150人に啓発パンフレット等一式を声かけしなが

ら一人一人に手渡しました。

　今後も活動を通して、特に若い人たちに健診の重要性を啓

発していきたいと思います。

　平成28年から主催で開催しています。

　お母さんと赤ちゃんのふれあいを楽しみながら親子の絆を

育みます。お母さん方も赤ちゃんとのマッサージの時間を楽

しみながら参加されています。お母さんが安心してマッサー

ジができるようにお手伝いをしています。

　乳がん触診モデルの設置や呼びかけによるがん検診受診

勧奨と複十字募金の協力の呼びかけをしています。

　かかしコンテストでは、みんなで作成したチコちゃんの

かかしでがん検診のすすめを行い、見事２位になりました。

真庭市落合地区

乳幼児と中学生のふれあい体験学習

乳がん啓発活動

ベビーマッサージ事業

落合元気フェスタ

６．わが地区イチオシの活動紹介

真庭市北房地区
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　久世中学校３年生を対象に、一人ひとりの命の大切さや子どもを育てる

親の思いや責任に気づくことをねらいに平成28年度より実施しています。

　保健師さんによる講話の後、妊婦ジャケットと赤ちゃん人形を使っての

疑似体験を行っています。子どもたちからは、「お腹に赤ちゃんがいると

今まで当たり前にできていたこともやるのが大変だ。親はこんな大変な思

いをして産んでくれたんだ。」「自分もこんな風に大切に可愛がられて育て

られたんだ。」といった感想がきかれ、良い体験学習になっています。

　毎年３月の第１土曜日に、活き生きサロン・栄養改善協議会久世

支部・愛育委員会久世支部共催で「ひなまつり」を行っています。

愛育委員は、子どもの大好きなキャラクターの着ぐるみを使って虫

歯予防の劇をした後、子どもたちに歯ブラシのプレゼントをして、

歯の健康づくりの啓発を行っています。恒例のかるた大会も子ども

たちの年齢に合わせたかるたやカードを使って、楽しんでいます。

　栄養改善協議会久世支部の皆様が作ってくださったおいしいちら

しずしもいただき、楽しい半日となっています。

　高校生に、生命の大切さを再確認し母性や父性を培って欲しいという願いで、

平成７年から、この活動を続けています。

　近い将来父や母になるであろう学生が、乳幼児を抱っこしたり、あやしたり等

の実体験をします。泣いたり、ぐずったりしていた乳幼児が、笑顔になる瞬間に

出会える貴重な学びの場。保護者の方のお話も聞き、親への感謝を感じる場でも

あります。

　コロナ禍の今、形を変えても続けていきたい活動です。

　真庭市愛育委員会勝山支部の広報部では、年２回

「愛育だより」を発行しています。

　勝山支部全体の研修はもちろん、母子部・高齢部・

各地区の活動にも広報部担当者が取材に行き、原稿

を作成しています。数回の編集・校正会議を経て作

成された「愛育だより」は、各地区の愛育委員の声

かけ訪問で勝山支部内全戸に届けられます。

　勝山支部広報部発行の「愛育だより」は、地域の

皆さんに勝山支部の愛育委員活動を知っていただく

ための重要な役割を担っています。

真庭市勝山地区

命の大切さを学ぶ体験学習

くせ活き生きサロン　ひなまつり

高校生と乳幼児のふれあい体験学習

「愛育だより」～広報部発行～

真庭市久世地区
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　平成29年度から美甘振興局憩いスペースでふれあいカフェ

を開催。介護予防を目的として、美甘地域に住みながら出会

うことが少ないこの頃、久しぶりに出会う顔に毎回話が弾ん

でいます。ゆったり・なごやかに過ごし、笑顔があふれてい

ます。

　「月１回では少ない」と声があがり、平成31年度からは月

２回午前９時半～11時半の２時間、開催しています。

　地域の小学生に新型コロナ感染症予防の一つとして、マス

クをプレゼントしました。

　だんだん子どもが少なくなってきたけれど、元気に健やか

に育つよう、以前から昔遊びの伝承活動や下校時見守り支援

を行っています。　『がんばれ、みかもっ子』

　中学生を対象とした乳幼児とのふれあい体験学習は、平成

12年に湯原で先駆けて始まり、その後他の地域にも広がって

いきました。

　中学生に「赤ちゃんってかわいいな」「自分たちも愛され

て育てられたんだ」と実感してもらえるよう活動を続け、令

和２年度で事業を開始して20年目を迎えました。

　引き続きふれあい体験学習を通して命の尊さや性の尊さ、

子育ての楽しさを伝えていきたいと思っています。

　平成30年７月豪雨の体験から、私たち愛育委員は日ごろ

から備えておくことは何か、地域でできることはないか？

と声が上がり防災について研修を行いました。

　日ごろからの地域での声掛け活動が、いざという時の助

け合いにつながることを知り、愛育委員の活動の重要さを

改めて認識しました。

真庭市湯原地区

ふれ愛カフェ“話がごちそう!!”

子ども達の健やかな育ちを応援!! “子どもは地域の宝”

命の大切さを伝え続けてきた

　　　　　　 『乳幼児と中学生のふれあい体験学習』

防災を学ぶ

真庭市美甘地区
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　地域の方へ研修会で学んだことを伝達するために栄養委員

と協力して座談会を行っています。

　各地区で開催方法は様々です。集会所に集まり健康・介護

予防のお話をしたり、クリーン作戦に合わせて真庭版ラジオ

体操を行うところもあります。

　「久しぶりに大声で話して笑えて良かった」と参加者の方

に喜んでいただけました。

　親子クラブのクリスマス会、学童や高齢者施設慰問などの

活動を行っています。

　クリスマス会では、手遊び歌や歯の健康を啓発する為の紙

芝居をしました。

　高齢者施設では、皆さんと歌を唄い、昔話をして楽しみま

した。私たちのことを温かく迎え入れて下さり「ありがとう」

の言葉をいただき感謝の気持ちいっぱいです。

　赤ちゃんが産まれた地区の愛育委員が、赤ちゃんとお母さんの

元に絵本を持って訪問する「ブックスタート」の活動をしていま

す。しばらく中断していましたが、令和２年度から再開しました。

　赤ちゃんの誕生を祝うと共に、子育ての大変さを労い、「何か

話したいこと、気になることがあれば、遠慮なく相談して欲しい」

ということを伝えます。

　赤ちゃんの健やかな成長を促し、お母さんの孤立を防ぐ活動に

なればと考えています。

　新庄村では毎年６月に「健康まつり」と題して集団健（検）

診を行っており、愛育委員が総出でお手伝いをしています。

　特定健診とがん検診が一日で受けられるとあり、たくさんの

村民の方が来場され、新庄村の特定健診の受診率は県内でも上

位となっています。

　私たち愛育委員は全世帯を訪問してのがん検診の事前調査か

ら始まり、当日の受付や案内など、多岐に渡って関わっていま

す。村民の健康を自分たちが支えていると実感できる活動です。

新 庄 村

地区座談会

班活動

ブックスタート

健康まつり

真庭市蒜山地区
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⃝声かけや見守りを続ける

◆地域の方へ体調をおたずねする等、できるだけ声かけをする。

◆コロナウイルス感染症予防などについて地域に声かけをする。

◆高齢者の方に対して、閉じこもることがないように声かけをして見守りをしていく。

◆出かけることが少なくなったが、運動し体を動かすことで心の健康にもつながることを伝える。

◆ 体調がおかしいとか不安なことがあれば、保健所でもかかりつけ医でもどちらでもいいから相談できると伝え、

安心して生活してもらう。

⃝感染症予防のためにできることを伝える

◆手洗いや、マスクを着用することで感染予防ができることを伝えたい。

◆ 一人一人が気を付けて感染症予防をすることの大切さについて、各地域

の座談会を利用し共有する。

◆会話をするときは、相手との距離を１～２ｍをとって会話する。

◆自分の行動記録を残すことを伝える。

◆ 集会の際、マスクの着用や消毒など行って活動することを地域に伝える。

◆ 直接会って行う活動が難しい中、映像を活用した活動として、正しい手洗いの方法や手洗いの大切さについて普及

啓発を行うため、「まにわ手洗いうた」を作成した。子どもから高齢者まで覚えられるよう、岡山弁を歌に取り入れ

る工夫を行った。今後は園や小学校、地域のサロン等に出向き、映像を活用しながら啓発活動を行っていきたい。

◆ 感染症対策をきちんととりながら、地域の方に向けて、マスクや手洗い、消毒など、普段の生活の中で一人一人が

気を付けることについてポイントをおさえ、普及啓発を行った。 

◆ 愛育委員・栄養委員が協力し、手洗い奨励訪問活動を行った。一軒一軒にせっけんを配り、直接会って渡して手洗

いをすすめることができた。コロナ禍の今だからこそしなくてはならない、今だからできる活動ができた。

◆ 地域の方々へ声をかけたり、様子を見守ったりということがコロナ禍では特に大切なため、感染対策をとり、工夫

しながら声かけ訪問を行った。

◆ 人が集まる際には飲食を避け、３密（密閉・密集・密接）に留意した。また、手指消毒、マスク等は必ず準備し、

日常的に気を付けながら愛育委員活動を行っている。

◆  大規模な集会をなくして個別（戸別）訪問を短時間で行う等色々な工夫をして活動を続けている。

愛育委員が感じた「コロナ禍の今、地域でできること」
（R２.９.23開催　管内リーダー研修会のアンケート結果から）

コロナ禍でも、愛育委員としてこんな活動を頑張りました！
（R３.１.20開催　真庭版地域ですすめる健康支援事業研修会での取組報告及びアンケート結果から）

　真庭保健所管内愛育委員連合会が発足し70周年となった令和２年度は、コロナで始まりコロナで終わると

いってもよいほどの怒涛の年でした。私たち愛育委員は２年任期となっており、令和２年は２年任期の１年目

でしたが、感染拡大防止のため訪問等の活動が行えない状況が続いている中、初めて委員になった方から「愛

育委員の活動がわからない」と、戸惑う声が聞かれました。

　そこで、令和２年度のリーダー研修会や、真庭版地域ですすめる健康支援事業研修会で「感染予防策に注意

しながら、愛育委員として地域のためにできることはなにか」、「愛育の心を次代に繋ぎながら、どのように活

動を続けていくか」コロナ禍でできる活動を皆で考えました。

新型コロナウイルスと愛育委員活動
～リーダー研修会・真庭版地域ですすめる健康支援事業研修会の取り組みから～
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お変わりないですか？

検診を受けてぇな！

30数年前、岡山から夫の故郷落合へ移り、親子４人落合の人になりました。

半年後、検診のお知らせが届きました。岡山でがん年齢に達した時、一度

だけハガキが届いていましたが、受診しなかった私は、落合町からのお知ら

せも破棄していました。

それから半年後、次の検診のお知らせと共に近くの愛育委員のおばちゃん

から「前の時の検診を受けとらんじゃろ、絶対に受けにゃあいけんで」と誘

われ、気が進まないなか、渋々検診に行き、何もなければ一か月後にハガキが届くと説明を聞きました。

それから５～６日して家へ保健師さんが来られ「精密検査を受けに病院へ行ってください」と伝えられま

したが、それでもまだ、最初の妊娠で流産、次の時は６か月余りの入院後の出産などの経験があったので、

「何かあったのかなあ…」くらいの簡単な気持ちで精密検査を受けましたが、結果は「子宮がんです、早

めの手術を」というものでした。

この時の検査（集団検査・精密検査共に）で見つかったのは、入口近くにできる頸がんだけでしたが、

摘出後の検査で分かったのは、奥の方にできる体がんもあったのです。幸いにも、子宮にできていたがん

は、手術で全て取り去ることができました。

もし、あの時、愛育委員さんが検診のチラシの配布だけで、声かけで検診を進めて下さらなかったら、

私は検診に行くこともなく、身体の中でがんが静かに力強く、私の命を狙っていたに違いありません。

その後はがんのことも忘れがちでしたが、孫たちの顔を見ることができ、「もし、あの時がん検診を受

けていなかったら、子どもや孫に囲まれたこの上ない幸せな生活はなかった」と心から感謝し、「検診を

受けてぇな！」という愛育委員の大きな愛の一言をずっと続けて、検診で助かる命を一つでも多く見つけ

なければならないと思えるようになりました。

愛育委員のたくさんある活動のひとつの「声かけ」の大

切さを、私は自分の身体で体験し、命を助けられました。

そして、今世界中がコロナ流行のなか、愛育委員として

研修をさせていただき、感染症予防としての手洗いの大切

さを知り、これを広めるのも愛育委員の大切な活動である

とあらためて実感しています。

これから先もずっと、愛育委員になられた方たちには、

検診などのお知らせチラシを配布するだけでなく、声かけ

を忘れず続けていってほしいのです。

愛育委員が大切な理由　私の体験から

真庭保健所管内愛育委員連合会副会長　　藤　平　民　世

愛育委員からのメッセージ
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※R１年度は表彰対象はありませんでした。

総会・研修会（H28 ～ R ２年度）

表彰歴（H28 ～ R ２年度）

回　数 年月日 場　所 講演内容

第61回 H28.6.25
久世エスパス

センター

「子どもや親を守り、育むための子育て支援」

岡山県立大学保健福祉学部保健福祉学科　教授　佐藤　和順

第62回 H29.6.24
久世エスパス

センター

「生活習慣病予防のためのメタボ対策～愛育委員に期待すること～」

健康運動指導士　長曽我部　恭子

第63回 H30.6.24
勝山文化

センター

「愛育の心を受け継いで～愛育委員に期待すること～」

岡山県保健福祉部健康推進課　課長　山野井　尚美　

第64回 R１.6.22
勝山文化

センター

「身近な防災対策～私たちに出来ることは～」

日本防災士会岡山支部　福島　万理

第65回 ※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面開催

市村名 年　度 受賞者 表彰名・区分

真庭市 H28 八尾　和子 岡山県保健福祉部長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H28 真庭市愛育委員会　湯原支部 岡山県赤十字血液センター所長感謝状

真庭市 H28 真庭市愛育委員会　美甘支部 岡山県赤十字血液センター所長感謝状

真庭市 H28 真庭市愛育委員会　美甘支部 岡山県保健福祉部長感謝状（がん征圧大会）

真庭市 H28 磯田美代子 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H29 井原　明美 岡山県知事表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H29 藤本　雅子 岡山県保健福祉部長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H29 藤森夛鶴美 岡山県保健福祉部長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H29 八尾　和子 岡山県愛育委員連合会会長表彰

真庭市 H29 真庭市愛育委員会　久世支部 日本赤十字社岡山支部長感謝状

真庭市 H29 真庭市愛育委員会　北房支部 岡山県保健福祉部長感謝状（がん征圧大会）

真庭市 H29 中川　京子 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H29 植田　浩美 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H29 中島　清美 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H29 森　　京子 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

新庄村 H29 津田美佐穗 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H29 杉本喜美惠 岡山県真庭保健所長表彰（麻薬覚せい剤事業功労）

真庭市 H30 杉本喜美惠 恩賜財団母子愛育会会長表彰

真庭市 H30 八尾　和子 岡山県知事表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H30 植田　裕惠 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H30 榊　惠美子 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H30 半田　和子 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 H30 山田　益惠 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 R２ 藤平　民世 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 R２ 春木　眞美 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）

真庭市 R２ 半田　叔子 岡山県真庭保健所長表彰（母子愛育事業功労）
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真庭保健所管内愛育委員連合会歴代役員名簿（H28 ～ R ２年度）

H28 H29 H30 R１ R２

連 合 会

会 　 長
杉本喜美惠 杉本喜美惠 杉本喜美惠 杉本喜美惠 杉本喜美惠

副 会 長 藤平　民世 藤平　民世 藤平　民世 藤平　民世 藤平　民世

副 会 長 緒形　　尚 緒形　　尚 德山　道子 德山　道子 宮島　敦子

真 庭 市

北 房 支 部
中嶋　玉子 中嶋　玉子 城﨑香代子 城﨑香代子 城﨑香代子

真 庭 市

落 合 支 部
藤平　民世 藤平　民世 藤平　民世 藤平　民世 藤平　民世

真 庭 市

久 世 支 部
藤木　純子 藤木　純子 藤木　純子 藤木　純子 藤木　純子

真 庭 市

勝 山 支 部
吉岡　良子 吉岡　良子 宮島　敦子 宮島　敦子 宮島　敦子

真 庭 市

美 甘 支 部
杉本喜美惠 杉本喜美惠 杉本喜美惠 杉本喜美惠 杉本喜美惠

真 庭 市

湯 原 支 部
緒形　　尚 緒形　　尚 福田　町子 福田　町子 辻　　祐子

真 庭 市

蒜 山 支 部
上田　　瑞 上田　　瑞 德山　道子 德山　道子 三船　真紀

新 庄 村 香山　康永 香山　康永 香山　康永 香山　康永 佐藤　光代

事務局

H28 H29 H30 R１ R２

所　　　長 井上康二郎 井上康二郎 井上康二郎 西田　典数 西田　典数

保 健 課 長 谷口　住子 岡田かおり 岡田かおり 石原　雅代 猪元　信子

総括副参事 村下美和子 村下美和子 村下美和子 掛屋　美香 掛屋　美香

担　当　者 原田　　瞳 加藤　立子 加藤　立子 加藤　立子 長谷川真希
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真庭保健所管内愛育委員連合会　会則

第１章　　名称及び事務所

第１条　 この会は、真庭保健所管内愛育委員連合会と称し、事務所を岡山県真庭保健所内に置く。

第２章　　目 的 及 び 事 業

第２条　 この会は、管内の市村愛育委員会相互の緊密なる連携のもとに、母子保健並びに生涯にわたる健康づ

くりの推進に努め、以て地域住民の健康の保持と福祉増進に寄与することを目的とする。

第３条　この会は、前条の目的を達成するために下記の事業を行う。

　　１　愛育委員活動の推進

　　２　関係機関相互の連絡協調に関すること

　　３　研修会の開催

　　４　その他第２条の目的達成に必要な事業

第３章　　組　　　　　織

第４条　この会は、真庭市、新庄村の愛育委員を会員として組織する。

　　　　この会の運営は、理事によって行う。

第４章　　役 員 及 び 職 員

第５条　この会に下記の役員を置く。

　　１　会　長　　　　　　１名

　　２　副会長　　　　　　２名

　　３　理　事　　　　　　８名（会長、副会長を含む）

　　４　監　事　　　　　　２名

第６条　会長・副会長は理事の互選とする。

　　　　理事は、真庭市愛育委員会の支部長、新庄村愛育委員会の会長とする。

　　　　監事は、会長がこれを委嘱する。

第７条　会長は、この会を代表し会務を総理する。

　　　　副会長は、会長を補佐し会長に事故ある時はこれを代理する。

　　　　理事は、この会の事業の執行を図る。

　　　　監事は会計の状況を監査する。

第８条　 役員の任期は、２カ年とする。但し再任を妨げない。欠員によって選任されたものの任期は前任者の

残余期間とする。

第９条　この会に名誉会長及び顧問を置くことができる。

　　１　名誉会長及び顧問は、理事の推薦により会長が委嘱する。

　　２　名誉会長及び顧問は、重要な事項について会長の諮問に応じる。
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第５章　　資産及び会計

第10条　 この会の経費は、次に揚げるものをもってあて、会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月31日に終

わる。

　　１　補助金及び寄附金

　　２　その他の収入

第６章　　会　　　　　議

第11条　会議は、総会、理事会、２種類とし、総会は通常年１回以上これを開く。

　　　　但し、必要ある時は臨時に開くことができる。議決には、出席者の過半数の賛成を必要とする。

第12条　理事会は、この会則の定めるものの他に次の事項を附議する。

　　１　事業計画の作成

　　２　総会に附議する事項

　　３　総会の協議で委任された事項

第13条　総会にはつぎの事を附議する。

　　１　事業計画案の審議

　　２　会則の変更

　　３　財産の処分

　　４　その他、理事に委任したものを除く他のこと

第14条　この会則施行上必要な規約は別にこれを定める。

第７章　　附　　　　　則

第15条　この会則は、昭和28年　９月17日より施行する。

　　　　この会則は、昭和39年　５月１日改正し同日施行する。

　　　　この会則は、昭和52年　４月25日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、昭和57年　４月28日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、昭和63年　６月30日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、平成６年　６月23日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、平成10年　６月19日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、平成12年　７月14日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、平成13年　６月20日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、平成17年　６月29日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、平成20年　６月12日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、平成21年　６月３日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、平成24年　６月21日一部改正し同日施行する。

　　　　この会則は、令和２年　７月３日一部改正し同日施行する。
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真庭保健所管内愛育委員連合会組織図

 （人数は令和３年３月 31 日現在）

岡山県愛育委員連合会

真庭市愛育委員会（624人） 新庄村愛育委員会（23人）

真庭保健所管内愛育委員連合会（647人）
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保健衛生統計

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R１年 R２年

管内人口（人） 50,937 50,242 50,242 49,270 48,639 48,025 47,323 46,990 46,315 45,610 44,775 44,051 43,267

年少人口割合 12.8 12.7 12.7 12.4 12.4 12.3 12.1 12.0 11.8 11.7 11.7 11.6 11.5

生産年齢人口割合 53.8 53.6 53.6 53.9 53.2 52.4 51.7 51.2 50.5 49.9 49.2 48.7 48.1

老年人口割合 33.4 33.7 33.7 33.5 34.3 35.2 36.1 36.7 37.6 38.4 39.1 39.6 40.3
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管内人口及び年少・生産年齢・老年人口割合の推移

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年

管内出生数 365 350 358 311 343 322 330 328 317 298 287

管内出生率 7.2 7.0 7.2 6.5 7.1 6.7 6.9 7.0 6.8 6.5 6.4

岡山県出生率 8.8 8.5 8.6 8.7 8.5 8.5 8.2 8.1 8.1 7.8 7.8
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合計特殊出生率※の推移

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年

悪性新生物 345.5 376.9 368.6 418.1 355.7 343.6 393.0 368.2 339.0 374.9 500.3

脳血管疾患 166.9 206.1 154.2 186.7 191.2 187.4 194.4 136.2 164.1 138.1 149.6

心疾患 172.8 174.7 212.3 249.6 228.2 274.9 291.6 297.9 267.7 289.4 323.8

肺炎 204.2 250.8 226.4 269.9 224.1 233.2 196.5 180.9 198.6 124.9 147.4
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※合計特殊出生率：15 ～ 49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの
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※平成28年度「市町村におけるがん検診の受診率の算定方法について」に基づき、対象者数が変更となり、受診率の大幅な低下があるため、年度による比較に当たっては留意を要します。
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あ　と　が　き

　真庭保健所管内愛育委員連合会は、創立70周年という大きな節目を迎え、記念誌を発刊することとなりまし

た。

　70周年を迎えた令和２年度は、「新型コロナウイルス感染症」一色の年でした。感染症予防のため「真庭保

健所管内愛育委員連合会総会」など多くの人が集まる会は次々に中止され、マスク着用が日常となり、感染者

の発生状況に一喜一憂する毎日でした。愛育委員の活動もこれまで通りには行うことができず、「何ができるか」

「何をしなくてはならないか」と模索する日々。そのような中、こんな時だからこそ愛育委員活動の基本とな

る「地域の方への声かけ活動」が最も重要だと気付き、愛育委員の地域における存在価値を再認識することに

なりました。時代は移り生活環境も変わっていきますが、「目配り」「気配り」「思いやり」そして他
ひ と

人が喜ん

でくれることを自分の喜びとする「愛育の心」を変わらず持ち続け、より一層広めていくことが大切であると

痛感しています。

　記念誌作成にあたっては「愛育委員誕生のお話」を漫画にしたり、愛育委員の実体験を掲載したりと、一人

でも多くの方に読んで頂けるように工夫しました。この記念誌に目を通され「愛育委員」を理解し「愛育の心」

に共感し、一緒に実践して下さる方が増えることを願っています。

　最後になりましたが、ご意見を下さった諸先輩方、寄稿して下さった皆様、コロナ禍で多忙な中ご指導下さっ

た保健所の皆様、お力添えを頂いた皆々様にお礼を申し上げますとともに、皆々様のご健勝とご多幸をお祈り

いたします。

 （真庭保健所管内愛育委員連合会副会長　宮島　敦子）
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